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(57)【要約】
　本開示は、データ伝送及びクロック生成に使用される
画像センサパッドカウントを低減することによって画像
センサの領域を低減するシステム及び方法まで拡張され
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御された光環境に使用される内視鏡システムであって、
　内腔及び画像センサを含む内視鏡と、
　エミッタと、
　光ファイバケーブルと、
　前記画像センサ及び前記エミッタと電子通信する制御回路と、を備え、
　前記制御回路は、前記エミッタの負荷サイクルに対応する信号に反応して前記エミッタ
の前記負荷サイクルを制御することになり、
　前記画像センサは、
　入出力パッドであって、パッドカウントは、専用同期クロックパッドを有さないことに
よって低減される、入出力パッドと、
　フレーム周期であって、３つの定義された状態、即ち、
　　画像データが前記パッドを介して出力されるローリング読み出し状態、
　　非画像データが前記パッドを介して出力されるサービス線状態、
　　命令データが前記パッドを介して前記画像センサによって受信される構成状態、に分
割される、フレーム周期と、を含み、
　信号遷移部は、前記フレーム周期状態に対応して前記画像センサからの出力データ内で
符号化される、内視鏡システム。
【請求項２】
　前記出力データは、信号遷移部をフレームデータ内のサービス線として含む、請求項１
に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　カメラユニットクロックは、入来センサデータを同期させるために使用される、請求項
１に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　データ回復回路は、前記入来センサデータをロックオンして同期状態に保つために使用
され得る、請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記画像センサの画素アレイ内に作成されるそれぞれの画素シリアルデータ内に少なく
とも１つの遷移部を更に備える、請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記画素アレイによって作成される一連の複数画素データセット中に少なくとも１つの
遷移部を更に備える、請求項５に記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記画素アレイによって作成されるそれぞれの画素シリアルデータ内に複数の遷移部を
更に備える、請求項５に記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　画素データは、同期のためにクロック信号データと入れ替え作成される、請求項１に記
載の内視鏡システム。
【請求項９】
　画素データは、１つのフレーム周期の少なくとも１つのサービス線位相内のクロック信
号データと入れ替えられる、請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項１０】
　画素データは、真の画素データ出力位相の直前に前記サービス線位相内のクロック信号
データと入れ替えられる、請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項１１】
　クロック信号データは、画素データ出力位相中を除き、全てのフレーム周期位相中に伝
送される、請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項１２】
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　前記センサのブロック及び前記カメラユニットのブロックで構築された位相同期ループ
を更に備える、請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項１３】
　センサ位相同期ループブロック及びカメラユニット位相同期ループブロックを共に電気
的に接続するデータ線及び構成線を更に備える、請求項１２に記載の内視鏡システム。
【請求項１４】
　カメラユニットクロック及びデータ回復回路が、前記入来センサデータにロックオンす
るために使用される、請求項１３に記載の内視鏡システム。
【請求項１５】
　前記フレームタイミングの定義された部分中に画像データを発行する双方向データパッ
ドを更に備える、請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項１６】
　前記データパッドは、フレームデータ出力の複数の部分中に及びそれらに対応して複数
の形式のデータを発行する、請求項１５に記載の内視鏡システム。
【請求項１７】
　前記データパッドは、受信モードにある間に、前記フレーム周期中の第３の定義された
期間中に、方向を切り替えて、コマンドを外部システム構成部品から受信するように構成
される、請求項１６に記載の内視鏡システム。
【請求項１８】
　前記電圧制御発振器を駆動するチャージポンプに基づく位相同期ループを更に備える、
請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項１９】
　前記電圧制御発振器を駆動するデジタル／アナログコンバータに基づく位相同期ループ
を更に備える、請求項１８に記載の内視鏡システム。
【請求項２０】
　結果として生じる動作周波数の変化を記憶するセンサ構成レジスタを更に備える、請求
項１に記載の内視鏡システム。
【請求項２１】
　位相同期ループ基準クロックとしての局部発振器を更に備える、請求項１に記載の内視
鏡システム。
【請求項２２】
　電圧強度が異なるプッシュに基づく位相同期ループを更に備える、請求項１に記載の内
視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　技術の進歩は、医療利用のための画像化能力の向上を提供してきた。最も有益な前進の
うちの一部を享受した１つの領域は、内視鏡を占める構成要素の進歩に起因した内視鏡下
外科的処置の領域である。
【０００２】
　本開示は、一般に、電磁式感知及び電磁センサに関し、更に詳しくは、データ転送に関
する。本開示の特徴及び利点は、後続の説明において述べられ、一部はその説明から明ら
かであり、又は過度な実験を伴わずに本開示の実施によって明らかにされ得る。本開示の
特徴及び利点は、開示において特に指し示された器具及び組合せによって実現され、獲得
され得る。
【図面の簡単な説明】
【０００３】
　本開示の非限定的かつ非網羅的な実装を以下の図を参照して説明するが、同様の参照番
号は、特に指定がない限り様々な図を通して同様の部品を指す。本開示の利点は、以下の
説明及び添付図面に関してより深く理解されるであろう。
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【図１】本開示の原理及び教示に従う画素アレイ及び画像センサの動作の実施形態の概略
図を例示する。
【図２】本開示の原理及び教示に従う、センササービス線と内のデータ転送のグラフィッ
ク表現を例示する。
【図３】本開示の原理及び教示に従う、画素アレイ及び画像センサの動作の実施形態の概
略図を例示する。
【図４】本開示の原理及び教示に従うセンサのローリング読み出し出力データのグラフィ
ック表現を例示する。
【図５Ａ】本開示の原理及び教示に従う、オフチップ発振器を有する画像センサの実施形
態の概略図を例示する。
【図５Ｂ】本開示の原理及び教示に従う、オンチップ発振器を有する画像センサの実施形
態の概略図を例示する。
【図６】本開示の原理及び教示に従う、クロック管理及びデータ並べ替え用回路の実施形
態の概略図を例示する。
【図７】本開示の原理及び教示に従う、カメラユニットとＣＭＯＳセンサとの間のクロッ
ク管理及びデータ並べ替え用回路の実施形態の概略図を例示する。
【図８】本開示の原理及び教示に従う、カメラユニットとＣＭＯＳセンサとの間のクロッ
ク管理及びデータ並べ替え用回路の実施形態の概略図を例示する。
【図９】本開示の原理及び教示に従う、カメラユニットとＣＭＯＳセンサとの間のクロッ
ク管理及びデータ並べ替え用回路の実施形態の概略図を例示する。
【図１０】本開示の原理及び教示に従う、カメラユニットとＣＭＯＳセンサとの間のクロ
ック管理及びデータ並べ替え用回路の実施形態の概略図を例示する。
【図１１】本開示の原理及び教示に従うＣＭＯＳセンサ動作周波数の調整の実施形態のフ
ローチャートを例示する。
【図１２】本開示の原理及び教示に従う動作パラメータの表を例示する。
【図１３】本開示の原理及び教示に従うハードウェアの実施形態を例示する。
【図１４Ａ】本開示の原理及び教示に従う、３次元機能性を提供する、複数の画素アレイ
を有するセンサの実施形態を例示する。
【図１４Ｂ】本開示の原理及び教示に従う、３次元機能性を提供する、複数の画素アレイ
を有するセンサの実施形態を例示する。
【図１５】図１５Ａ及び図１５Ｂは、画素アレイを形成する複数の画素列が第１の基板上
に位置し、複数の回路列が第２の基板上に位置し得る複数の基板上に構築された画像セン
サの実装の、かつ、１つの画素列と、関連の又は対応する回路列との間の電気的接続及び
通信を示す図を例示する。
【図１６Ａ】複数の画素アレイ及び画像センサが複数の基板上で構築され得る、３次元画
像を生成する、複数の画素アレイを有する画像センサの実装の図を例示する。
【図１６Ｂ】複数の画素アレイ及び画像センサが複数の基板上で構築され得る、３次元画
像を生成する、複数の画素アレイを有する画像センサの実装の図を例示する。
【発明を実施するための形態】
【０００４】
　本開示は、主として医療用途に適し得るデジタル画像処理用の方法、システム及びコン
ピュータベースの製品まで拡張される。本開示の以下の説明では、本開示の一部を成し、
かつ、本開示が実践され得る特定の実装が例示として示される添付図面を参照し得る。他
の実装例が利用されてもよく、そして構造上の変更が本開示の範囲から逸脱することなく
なされ得ることを理解されたい。
【０００５】
　本開示は、出力クロック（クロックレスデータ伝送）の必要性及び入力クロックの必要
性を無効にすることによって画像センサパッドカウントを低減するシステム及び方法まで
拡張される。基本戦略は、センサは、カメラのサポート電子品内のデータレシーバがＣＤ
Ｒ（クロックデータ回復）回路（クロックトレーニング）を使用して１及び０の連続スト
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リーム同期するように電源投入時にデータポートで該ストリームクロック発行するという
ものである。必要であれば、連続ストリームは、１つの構成レジスタビットをトグリング
することによって、通常の動作中に可能にすることができる。受信器がこの学習パターン
上へロックされると、通常のセンサ画像操作は先に進み得る。ロックを維持するために、
遷移のない長期が、各画素について発行されるデジタル値の単一のインバートビットを含
むことによって回避され得る。
【０００６】
　腹腔鏡検査、関節鏡検査、泌尿器科、婦人科及びＥＮＴ（耳鼻喉）処置に使用される従
来のロッドレンズ内視鏡は、複雑な光学構成のために製造費が高くつく。入射画像情報は
、光学ドメインにおいてその長さに沿ってずっと移送される。典型的には、画像感知装置
が常駐するハンドピースユニットに光学的に結合される。この形式の剛性内視鏡は、また
、精巧であり、かつ、取り扱い、使用及び滅菌中に損傷が発生しやすい。必要な補修及び
滅菌プロセスは、該内視鏡利用されるそれぞれの処置の更なる出費増となる。
【０００７】
　画像センシング技術の進歩によって、製造費が安く、かつ、極めてカスタマイズ可能で
あるＣＭＯＳデバイスが登場した。ＣＣＤに基づくセンサの動作に必要であった外部回路
の多くは、同じチップにピクセルアレイとして統合されてもよく、より低い動作電圧が必
要とされる。したがって、ＣＭＯＳに基づくカメラは更に安価に容易に製造され、ＣＣＤ
に基づく対応物よりはるかに汎用性が高いことがある。同様の理由から、ＣＭＯＳセンサ
が、内視鏡システム内でますます利用されつつある。
【０００８】
　製造経費負担が軽減される内視鏡は、画像感知デバイスを内視鏡の遠位端にて設置する
ことによって実現され得るが、光伝送組立体は、単純なプラスチックレンズスタックによ
って事実上取って代わられ得るからである。それらを１回使い切りのみ用に製造し、その
後に破棄するか又は再利用とすれば、修理と殺菌の工程が不要なので、より経済的に有意
義であり、それらは大変安価になり得る。
【０００９】
　かかる内視鏡の解決策を生み出す難しさは、画像の品質を保つことにあり、それはセン
サがそこに嵌合しなければならない領域の両方向に厳しいスペース制約があるためである
。センサ領域を低減することは、一般に、画素カウント及び／又は画素領域の低減を意味
し、これは、解像度、感度、及び動作範囲に影響を与える恐れがある。通常、内視鏡シス
テムは、安定した広帯域照射を感知して、波長感度の３つ又はそれ以上の範囲の画素にセ
グメント化されるアレイによって色情報を提供することを対象とする。これは、個々の色
フィルタをそれぞれの画素上に巧みに作ることによって行われ、バイエルモザイクが、最
も一般的な解決策である。
【００１０】
　解像度損失を回避する１つの方法は、色フィルタを排除することであるが、バイエルモ
ザイクでは、例えば、ネイティブアレイ解像度と比較すると輝度解像度（ｘ又はｙにおい
て）最大係数１／√２の損失があり得るからである。このような場合の色情報は、別個の
フレーム捕捉中に異なる波長又はその組合せでレーザ又はＬＥＤベースの発光体にパルス
を与えることによって提供することができる。出願人は、センサの特別設計によって６０
Ｈｚ以上の進行フレームレートでの高精細度品質を可能として、これに対する各種アプロ
ーチ及び解決策を開発した。出願人による更なる開発によって、周辺回路をその極小面積
に削減し、一方では画像データをデジタル領域内オフチップに伝送することが可能となっ
た。
【００１１】
　チップ領域を有意に消費するのは、センサチップを起点、終点として電力、つまり、入
出力信号を提供するために使用されるそれぞれのボンドパッドである。したがって、極小
の面積とするためには、できる限りボンドパッドの数を削減することが望ましい。
【００１２】
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　センサデータの同期は、出力クロックがなくても行え得る。高速データ伝送には、通常
、同期のためにクロックが伴い得る。これには、ＬＶＤＳ規格が使用されている場合には
、ＣＭＯＳ用に１つの更なる携帯情報端末、つまり、２つの更なるパッドという不便さが
ある。高速データをラッチする代替システム及び方法は、クロック信号をデータストリー
ム自体内に埋め込むこと（クロック符号化）であり得る。受信端にて、データストリーム
は、データをラッチするためにその後に使用されるクロックを抽出するために復号され得
る。このシステム及び方法の不利又は短所は、有意な負担がペイロードに追加され、出力
周波数が有意に増大されなければならないということであり得る。
【００１３】
　本開示では、クロック符号化を使用せず出力クロックパッドの必要性を防止し得る方法
を説明する。その代わりに、本開示は、入来データを正しくラッチするためにＣＤＲ（ク
ロックデータ回復）システムをカメラユニット上で使用し得る。ＣＤＲシステムでは、内
部ＰＬＬ（位相同期ループ）が、入来データ周波数をロックオンし、かつ、データをラッ
チするために使用される。ロックプロセスには、ＰＬＬが収束するためにデータ遷移部が
必要である。典型的には、初期のロック（及び再ロック）の最小数の遷移部が、（ＰＬＬ
がロック状態にとどまるために必要とされ得る）遷移部なしの最大数の連続許容ビットと
共に指定されることになる。
【００１４】
　図をここで参照すると、図１は、最小領域特殊ＣＭＯＳ画像センサの実施形態の内部タ
イミングを例示する。それぞれのフレーム周期は、４つの異なった位相を含み得る。位相
１及び３中、データは、物理画素からの信号サンプルでないセンサデータパッド１５０を
介してセンサから発行され得る。むしろ、カメラシステムとの、かつ、データロックのた
めのチップの同期に関係するデータである。位相２は、センサローリング読み出し（物理
画素の内部のタイミング、同期、及び読み出し）に関係し、一方、位相４は、センサ構成
のためのものである。構成位相中、センサ出力データ線１６０は、入来構成コマンドを受
理するために逆にされ得る。位相４中、カメラユニット内のＣＤＲ回路は、ロック解除さ
れるリスクがあるが、センサは、定義された期間中にデータ遷移部を送らないことになる
からである。位相１のサービス線は、データ遷移部の連続ストリームを送るために使用さ
れ得、しかしながら、カメラユニットＣＤＲ回路を再ロックするために、データ遷移部は
、必要とされるべきである。
【００１５】
　図２は、通常であれば、画素データ（クロック回復線）２１０がある、クロックのよう
な信号が出力データストリームに挿入されるようなストリームの実施例を例示する。他の
クロックパターンが使用され、かつ、本開示の範囲内に該当し得ることに注意されたい。
図２で最も良くわかるように、線ヘッダ２２２が、カメラシステムがクロック回復線と画
素データ線とを区別するために定義され得る。位相１のクロック回復線の数は、レジスタ
設定を介して調節可能である。
【００１６】
　位相４の持続時間は、非常に限られた数のクロック回復線を可能にする約５ｍｓ～１０
ｍｓを下回り得ることに注意されたい。したがって、システムを再ロックするために利用
可能な遷移部の数は、対応して低いものであり得る。しかしながら、これは、通常、問題
にならないはずであり、カメラユニットＣＤＲのＰＬＬ電圧は、位相４中にロック電圧か
ら非常に遠くに離れるようにドリフトする時間を有していないからである。ＰＬＬ電圧が
（例えば立ち上げ時に）ロック電圧から有意に離れている場合、受信器には、有意により
大きな数の遷移部が必要である。その目的のために、センサをフルクロックトレーニング
シーケンスにあるようにプログラムすることができ、位相１、２及び３は、クロックトレ
ーニングの連続期間になるように統合され得る。例えば、図３を参照されたい。カメラユ
ニットＣＤＲがロックされると、センサは、通常動作を再開し得、位相１は、カメラユニ
ットＣＤＲの再ロックに必要とされるより小さい調整を提供する。したがって、ロック又
は再ロックするための遷移部の最小数に関するＣＤＲ指定は、説明する２つの動作モード
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によって対応される。
【００１７】
　（確実にＣＤＲがロックを失わないようにするために）遷移部間でビットの最大数に関
係するＣＤＲ指定に対応するために、画素データの特別な符号化に基づく方法が用いられ
得る。
【００１８】
　図４では、そのような特別な画素符号化の実施例が示されており、実際の画素データ値
は１１ビットである（ＭＳＢが最初に伝送され、ＬＳＢが最後に伝送される）。１２番目
のビットが、各画素データに追加され得、これは、常に、１１番目（最下位）の真のビッ
トの逆にしたバージョンである。これによって、結果的に、オーバヘッドがほとんどない
符号化となる。高い遷移率が、画素データの伝送中に取得され得、その結果、カメラユニ
ットＣＤＲがロック解除される可能性が回避される。
【００１９】
　図５Ａ及び図５Ｂは、画像センサ５０５のクロック信号を生成する２つの従来の方法を
例示する。図５Ａは、水晶発振器及び位相同期ループ（ＰＬＬ）回路であり得るオフチッ
プデバイスに関する。非常に正確ではあるが、この方法は、１つのパッド５１０及び１つ
のアクティブ構成部品の負担を増す。更に、能動構成部品は、更に導体カウントを増大さ
せる低速制御プログラミングを必要とし得る。これは、空間が非常に限られた内視鏡の遠
位先端では短所であり得る。図５Ｂは、オンチップ回路を使用するクロック生成を表す。
この方法は、パッド５１０及び導体カウントの観点から有利な結果を提供する。しかしな
がら、そのような回路は、一貫せず、チップ間で有意な可変性を示し得る。更に、温度依
存型であり、かつ、温度の変化の影響を受けやすい可能性がある。これらの欠点のために
、フレーム率が超精密である必要がある映像のような用途での使用が妨げられる。
【００２０】
　本開示では、外部構成部品を増設することなくオンチップ正確クロックを生成する方法
及びシステムを説明する。更に、センサデータ出力パッド及び低速走行速度制御プログラ
ミングパッド（上述したのと同じ双方向パッドであり得る）を再利用することによって、
余分のパッドも導体も不要であることに注意されたい。
【００２１】
　図６は、従来のＰＬＬ　６００を示す。ＶＣＤＬ（電圧制御遅延線）クロックは、周波
数検出器で入来クロックと比較され、アッププッシュ、又は、ダウンプッシュが、周波数
検出器比較結果に応じて外部のＶＣＯ（電圧制御発振器）に発行される。このシステムは
、確実にＶＣＤＬクロックが常に入力クロックに適合するにするために動的に反応して調
整され得る。
【００２２】
　システム及び方法の背後にある概念は、２つの装置間に既に存在する通信プロトコルを
利用してセンサとカメラユニットとの間で重なり合うＰＬＬを作成することである。実施
形態では、このシステム及び方法は、周波数検出器をセンサＰＬＬからカメラユニットま
で移動させ得る。その入力は、その後、カメラユニット発振器によって提供された正確な
クロックに付着することができる。この局部発振器は、カメラユニット内に位置するので
センサパッドカウントを増大させないという更なる利点を有する。この実施形態では、Ｐ
ＬＬ内のデジタルフィードフォワードノード及びフィードバックノードが選択されて、フ
ィードフォワードシステムノード（カメラユニットからセンサまでの低速走行速度制御プ
ログラミング）及びフィードバックシステムノード（センサからカメラユニットまで画素
データ出力）に適合され得る。
【００２３】
　図７の実施形態では、フィードフォワードノードは、高速低速信号であるように選ばれ
得、かつ、センサ低速制御プログラミングを使用して更新されることになる。フィードバ
ックノードは、ｎ分周器の前に逓倍クロックであるように選ばれ得る。この逓倍周波数は
、画素データをシリアル化するために使用され得、かつ、カメラユニットにおいてＣＤＲ
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によって復号され、該周波数は、その後、周波数検出器にフィードバックすることができ
る。そのような実施形態では、パッド７１０カウント又は導体カウントは増大しない。
【００２４】
　図８に示す実装では、チャージポンプの代わりにＤＡＣ　８０８が使用され得る。低速
制御部は、プッシュ－アップ／プッシュ－ダウン（チャージポンプを使用し場合）の代わ
りに、デジタルワード（ＤＡＣを使用し場合）で構成レジスタをプログラムすることがで
きよう。
【００２５】
　オンチップＰＬＬをセグメント化することなくそのようなシステムを構築することが望
ましいであろう。図９の実施形態は、内部ＰＬＬは不変のままであるが、クロック入力パ
ッドは除去され、入力クロック信号が、図７と同等のクロック発生器分布回路によって提
供される等価回路を示す。この最終回路の、チャージポンプ９０９の代わりにＤＡＣ　１
０１０を使用するバージョンを図１０に示す。
【００２６】
　実施形態では、カメラユニット内に常駐し得るアルゴリズムが、図１１に示されており
、チャージポンプベースのシステム用に構築され得る。図１２の表は、図１１アルゴリズ
ムについてカメラユニットによって使用され得る信号及びパラメータを記載する。
【００２７】
　以下は、アルゴリズム実装の例である。Ｒ＿ＣＬＫは、ＲＥＦ＿ＣＬＫを比較の方法又
は方式として用いてターゲット周波数と比較され得る。Ｒ＿ＣＬＫが低すぎる場合、ＰＵ
ＳＨ　ＵＰがアサートされ得る。Ｒ＿ＣＬＫが高すぎる場合、ＰＵＳＨ　ＤＯＷＮがアサ
ートされ得る。ＢＩＧ＿ＬＩＴＴＬＥ出力は、Ｒ＿ＣＬＫがターゲット周波数からどのく
らい離れているかに基づいて使用され得る。一例として、大きいプッシュが５％の変化を
表し、少しのプッシュが周波数の１％の変化を表す場合、Ｒ＿ＣＬＫが３％差し引いても
ターゲット周波数よりも低い場合、ブロックは、ＰＵＳＨ　ＵＰ　ＢＩＧコマンドを発行
し得る。次にＲ＿ＣＬＫが測定されるとき、目標よりもほぼ２％大きいことになり、それ
で、ブロックは、ＰＵＳＨ　ＤＯＷＮ　ＬＩＴＴＬＥコマンドを発行し得る。
【００２８】
　Ｒ＿ＣＬＫをターゲット周波数と比較する方法は、以下の通りであり得る。実施例では
、ＲＥＦ＿ＣＬＫが２７ＭＨｚであり、目標が４０ＭＨｚであり、Ｒ＿ＣＬＫが３８ＭＨ
ｚである場合、ブロックは、１ｍｓにわたってＲ＿ＣＬＫ遷移部の数（つまりＲＥＦ＿Ｃ
ＬＫの２７，０００個遷移部）を数え得る。ＢＩＧ及びＬＩＴＴＬＥの閾値は、５％及び
１％であると想定して、カウンタ値、ここでは３８，０００を４０，０００という所望の
ターゲットと比較し得る。
【００２９】
　本開示の実装は、以下で更に詳細に論じるように、例えば、１つ又は２つ以上のプロセ
ッサ及びシステムメモリなど、コンピュータハードウェアを含む専用又は汎用コンピュー
タを含むか又は利用し得ることが認識されるであろう。本開示の範囲内の実装は、また、
コンピュータ実行可能な命令及び／又はデータ構造を担持つまり記憶する物理的及び他の
コンピュータ可読媒体を含み得る。そのようなコンピュータ可読媒体は、汎用又は専用コ
ンピュータシステムによってアクセスすることができる任意の利用可能な媒体であり得る
。コンピュータ実行可能な命令を記憶するコンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒
体（装置）であり得る。コンピュータ実行可能な命令を担持するコンピュータ可読媒体は
、伝送媒体であり得る。したがって、制限するものではなく一例として、本開示の実装は
、少なくとも２つの明確に異なる種類のコンピュータ可読媒体、即ち、コンピュータ記憶
媒体（装置）及び伝送媒体を含むことができる。
【００３０】
　コンピュータ記憶媒体（装置）としては、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ、ソリッドステートドライブ（「ＳＳＤ」）（例えば、ＲＡＭに基づく）、フラッシュ
メモリ、相変化メモリ（「ＰＣＭ」）、他の形式のメモリ、他の光ディスク記憶装置、磁
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気ディスク記憶装置、又は、他の磁気記憶装置、又は、コンピュータ実行可能な命令又は
データ構造の形である所望のプログラムコード手段を記憶するために使用することができ
、かつ、汎用又は専用コンピュータによってアクセスすることができる任意の他の媒体が
挙げられる。
【００３１】
　「ネットワーク」は、コンピュータシステム及び／又はモジュール及び／又は他の電子
機器間の電子データの転送を可能にする１つ又は２つ以上のデータリンクとして定義され
得る。実装では、センサ及びカメラ制御ユニットは、互い、かつ、接続先であり得るネッ
トワーク上で接続される他の構成部品と通信するためにネットワーク化され得る。情報が
コンピュータにネットワーク又は別の通信接続（配線接続、無線、又は、配線接続又は無
線の組合せ）で転送つまり提供されるとき、コンピュータは、接続を伝送媒体として適切
に見る。伝送媒体としては、コンピュータ実行可能な命令又はデータ構造の形で所望のプ
ログラムコード手段を担持するために使用することができ、かつ、汎用又は専用コンピュ
ータによってアクセスすることができるネットワーク及び／又はデータリンクを挙げるこ
とができる。上記の組合せは、また、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきであ
る。
【００３２】
　更に、様々なコンピュータシステム構成部品に到達すると、コンピュータ実行可能な命
令又はデータ構造の形のプログラムコード手段は、あの、伝送媒体からコンピュータ記憶
媒体（装置）に（又は、その逆）自動的に転送することができる。例えば、ネットワーク
又はデータリンク上で受信されたコンピュータ実行可能な命令又はデータ構造は、ネット
ワークインターフェイスモジュール（例えば、「ＮＩＣ」）内でＲＡＭにおいてバッファ
リングし、その後、最終的には、コンピュータシステムＲＡＭ及び／又はコンピュータシ
ステムでの揮発性が小さいコンピュータ記憶媒体（装置）に転送することができる。また
、ＲＡＭとしては、ソリッドステートドライブ（ＦｕｓｉｏｎＩＯなど、ＳＳＤ又はＰＣ
Ｉｘベースのリアルタイムメモリ階層型ストレージ）を挙げることができる。したがって
、コンピュータ記憶媒体（装置）は、また（又は、主としてさえ）伝送媒体を利用するコ
ンピュータシステム構成部品に含めることができることを理解されたい。
【００３３】
　コンピュータ実行可能な命令は、例えば、プロセッサにて実行されたとき、汎用コンピ
ュータ、専用コンピュータ、又は、専用処理装置に特定の機能又は特定のグループの機能
を実行させる命令及びデータを含む。コンピュータ実行可能な命令は、例えば、バイナリ
、アセンブリ言語などの中間書式命令、又はソースコードでさえあり得る。主題は、構造
的特徴及び／又は方法論的行為に特有な言語で記載されたが、添付される本開示において
定義される主題が上記の特定の特徴又は行為に必ずしも限定されるものではないことが理
解されるべきである。むしろ、説明する特定の特徴及び行為は、本開示を実施する例示的
な形態として開示され得る。
【００３４】
　当業者は、本開示は、パーソナルコンピュータ、デスクトップコンピュータ、ラップト
ップコンピュータ、メッセージプロセッサ、制御ユニット、カメラ制御ユニット、ハンド
ヘルドデバイス、ハンドピース、マルチプロセッサーシステム、マイクロプロセッサベー
スの又はプログラマブル消費者電子製品、ネットワークＰＣ、ミニコンピュータ、メイン
フレームコンピュータ、移動体電話、ＰＤＡ、タブレット、ポケットベル、ルータ、スイ
ッチ、様々な記憶装置などを含め、多くの形式のコンピュータシステム構成を有するネッ
トワークコンピューティング環境において実践され得ることを認識するであろう。上述し
たコンピューティングデバイスのいずれも、レンガ及びモルタル製の場所によって提供さ
れ得るか、又は、該場所内に位置し得ることに注意されたい。本開示は、また、ネットワ
ークを介して（配線接続データリンク、無線データリンク、又は、配線接続データリンク
及び無線データリンクの組合せによって）結び付けられ得るローカル及びリモートコンピ
ュータシステムが両方ともタスクを実行する分散システム環境において実践され得る。分
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散型システム環境においては、プログラムモジュールは、ローカル及びリモートの両方の
メモリ記憶デバイス内に位置し得る。
【００３５】
　更に、適切な場合、本明細書で説明する機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファー
ムウェア、デジタル構成部品、又はアナログ構成部品のうちの１つ又は２つ以上において
実行することができる。例えば、１つ又は２つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
、又は、フィールドプログラマブルゲートアレイは、本明細書で説明するシステム及び処
置のうちの１つ又は２つ以上を実行するようにプログラムすることができる。特定の用語
が、特定のシステム構成部品を指すために以下の説明及び本開示を通して使用される場合
がある。当業者が認識することになるように、構成部品は、異なる名前によって指される
場合がある。本文書は、名前が異なる構成部品を区別することを意図するのではなく、機
能が異なる構成部品を区別することを意図する。
【００３６】
　図１３は、例示的なコンピューティングデバイス１３００を示すブロック図である。コ
ンピューティングデバイス１３００は、本明細書で論じるものなど、様々な処置を実行す
るために使用され得る。コンピューティングデバイス１３００は、サーバー、クライアン
ト、又は、任意の他のコンピューティングエンティティとして機能し得る。コンピューテ
ィングデバイスは、本明細書で説明するアプリケーションプログラムなど、本明細書で論
じるように様々なモニタリング機能を実行することができ、かつ、１つ又は２つ以上のア
プリケーションプログラムを実行することができる。コンピューティングデバイス１３０
０は、デスクトップコンピュータ、ノートパソコン、サーバコンピュータ、ハンドヘルド
コンピュータ、カメラ制御ユニット、タブレットコンピュータなどなど、多種多様なコン
ピューティングデバイスのいずれかであり得る。
【００３７】
　コンピューティングデバイス１３００は、１つ又は２つ以上のプロセッサ１３０２と、
１つ又は２つ以上の記憶装置１３０４と、１つ又は２つ以上のインターフェース１３０６
と、１つ又は２つ以上の大容量記憶装置１３０８と、１つ又は２つ以上の入出力（Ｉ／Ｏ
）装置１３１０と、表示装置１３３０とを含み、これらの全ては、バス１３１２に結合さ
れ得る。プロセッサ１３０２は、記憶装置１３０４及び／又は大容量記憶装置１３０８内
に記憶された命令を実行する１つ又は２つ以上のプロセッサ又は制御装置を含む。プロセ
ッサ１３０２は、また、キャッシュメモリなど、様々な形式のコンピュータ可読媒体を含
み得る。
【００３８】
　記憶装置１３０４としては、揮発性メモリ（例えば、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ
）１３１４）及び／又は不揮発性メモリ（例えば、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）１３１
６）など、様々なコンピュータ可読媒体が挙げられる。記憶装置１３０４としてはまた、
フラッシュメモリなど、再書き込み可能ＲＯＭも挙げることができる。
【００３９】
　大容量記憶装置１３０８としては、磁気テープ、磁気ディスク、光ディスク、ソリッド
ステートメモリ（例えば、フラッシュメモリ）など、様々なコンピュータ可読媒体が挙げ
られる。図１３に示すように、特定の大容量記憶装置は、ハードディスクドライブ１３２
４である。様々なドライブが、また、様々なコンピュータ可読媒体からの読み取り値及び
／又は該媒体への書き込みを有効にするために大容量記憶装置１３０８内に含まれ得る。
大容量記憶装置１３０８は、取り外し可能な媒体１３２６及び／又は取り外し不可能な媒
体を含む。
【００４０】
　Ｉ／Ｏ装置１３１０としては、データ及び／又は他の情報をコンピューティングデバイ
ス１３００から入力又は検索することを可能にする様々な装置が挙げられる。例示的なＩ
／Ｏ装置１３１０としては、デジタル画像処理装置、電磁センサ及びエミッタ、カーソル
制御デバイス、キーボード、キーパッド、マイク、モニタ、又は、他表示装置、スピーカ
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、プリンタ、ネットワークインターフェースカード、モデム、レンズ、ＣＣＤ、又は、他
の画像捕捉デバイスなどが挙げられる。
【００４１】
　表示装置１３３０として、情報をコンピューティングデバイス１３００の１つ又は２つ
以上のユーザーに示すことができる任意の形式の装置が挙げられる。表示装置１３３０の
実施例としては、モニタ、ディスプレイ端末、映像投影装置などが挙げられる。
【００４２】
　インターフェース１３０６としては、コンピューティングデバイス１３００が他のシス
テム、装置、又は、コンピューティング環境と相互作用することを可能にする様々なイン
ターフェースが挙げられる。例示的なインターフェース１３０６は、ローカルエリアネッ
トワーク（ＬＡＮ）、広域ネットワーク（ＷＡＮ）、無線ネットワーク及びインターネッ
トとのインターフェースなど、任意の数の異なるネットワークインターフェース１３２０
を含み得る。他のインターフェースとしては、ユーザーインターフェース１３１８及び周
辺デバイスインターフェース１３２２が挙げられる。インターフェース１３０６は、また
、１つ又は２つ以上のユーザーインターフェース要素１３１８を含み得る。インターフェ
ース１３０６は、また、プリンタ、ポインティングデバイス（マウス、トラックパッドな
ど）、キーボードなどのインターフェースなどの１つ又は２つ以上の周辺インターフェー
スを含み得る。
【００４３】
　バス１３１２は、プロセッサ１３０２、記憶装置１３０４、インターフェース１３０６
、大容量記憶装置１３０８、及びＩ／Ｏ装置１３１０が互い、並びに、バス１３１２に結
合された他の装置又は構成部品と通信することを可能にする。バス１３１２は、システム
バス、ＰＣＩバス、ＩＥＥＥ　１３９４バス、ＵＳＢバスなど、いくつかの形式のバス構
造体のうちの１つ又は２つ以上を表す。
【００４４】
　例示を目的として、プログラム及び他の実行可能なプログラムコンポーネントは、個別
的なブロックとして本明細書で示めされ得るが、そのようなプログラム及びコンポーネン
トは、コンピューティングデバイス１３００の異なるストレージ構成部品内に様々な時間
にて常駐し得、かつ、プロセッサ１３０２によって実行され得ることが理解される。ある
いは、本明細書で説明するシステム及び手順は、ハードウェア、又は、ハードウェア、ソ
フトウェア及び／又はファームウェアの組合せで実施され得る。例えば、１つ又は２つ以
上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）は、本明細書で説明するシステム及び手順のうち
の１つ又は２つ以上を実行するようにプログラムすることができる。
【００４５】
　本開示は、本開示の範囲から逸脱することなく、ＣＭＯＳ画像センサであるか、電荷結
合素子画像センサであるかを問わず、任意の画像センサと共に使用され得ることが認識さ
れるであろう。更に、画像センサは、本開示の範囲から逸脱することなく。内視鏡の先端
、撮像デバイス又はカメラのハンドピース、制御ユニット、又は、システムにおける任意
の他の場所を含むがこれらに限定されず、システム全体内の任意の場所に位置し得る。
【００４６】
　本開示によって利用され得る画像センサの実装は、以下を含むが、これに限定されず、
以下は、単に、本開示によって利用され得る様々な形式のセンサの実施例である。
【００４７】
　図１４Ａ及び図１４Ｂは、本開示の教示及び原理に従う、３次元画像を生成する複数の
画素アレイ１４１０を有するモノリシックセンサ１４０５の実装を例示する。かかる実装
は、３次元画像捕捉に望ましいものであり得、２つの画素アレイ１４１０は、使用中に偏
位され得る。別の実装では、第１の画素アレイ１４１０及び第２の画素アレイ１４１０は
、電磁放射線の所定の範囲の波長の受信専用であり得、第１の画素アレイ１４１０は、第
２の画素アレイ１４１０と異なる範囲の波長の電磁放射線専用である。
【００４８】
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　図１５Ａ及び図１５Ｂは、複数の基板１５１０、１５１１上に構築された画像センサの
実装の図を例示する。例示するように、画素アレイ１５１５を形成する複数の画素列が、
第１の基板１５１１上に位置し、複数の回路列１５２０が第２の基板１５１０上に位置す
る。また、１つの画素列とその関連の又は対応する回路列と間の電気的接続及び通信が、
図で例示されている。
【００４９】
　１つの実装では、その他の方法であれば画素アレイ及び支援回路が単一のモノリシック
基板／チップ上にある状態で製造されることがあり得る画像センサは、画素アレイが支援
回路の全て又は大部分から分離され得る。本開示は、３次元スタッキング技術を用いて共
にスタッキングされることになる少なくとも２つの基板／チップを使用し得る。２つの基
板／チップのうち第１の基板／チップは、画像ＣＭＯＳプロセスを用いて処理され得る。
第１の基板／チップは、もっぱら画素アレイ、又は、有限の回路によって取り囲まれた画
素アレイのどちらかで構成され得る。第２の又はその後の基板／チップは、任意のプロセ
スを用いて処理され得、かつ、画像ＣＭＯＳプロセスによるものである必要はない。第２
の基板／チップは、様々な及びいくつかの機能を基板／チップ上の非常に限られた空間又
は領域内に一体化するために、高密度なプロセス、又は、例えば正確なアナログ機能を一
体化するために、混合モード又はアナログプロセス、又は、無線能力を実装するために、
ＲＦプロセス、又は、ＭＥＭＳデバイス置を一体化するために、ＭＥＭＳ（微小電気機械
システム）であり得るがこれらに限定されるものではない。画像ＣＭＯＳ基板／チップは
、任意の３次元技術を用いて第２又はその後の基板／チップとスタッキングされ得る。第
２の基板／チップは、（モノリシック基板／チップ上に実装された場合には）周辺回路と
してその他の方法で第１の画像ＣＭＯＳチップに実装されたと思われる回路の大半つまり
大部分を支持し得、したがって、システム領域全体が増大されると同時に、画素アレイサ
イズを一定に、かつ、可能な限りの範囲まで最適化された状態に保ち得る。２つの基板／
チップ間の電気的接続は、ワイヤボンド、バンプ及び／又はＴＳＶ（シリコンバイアを介
して）であり得るインタコネクトを介して行われ得る。
【００５０】
　図１６Ａ及び図１６Ｂは、３次元画像を生成する複数の画素アレイを有する画像センサ
の実装の図を例示する。３次元画像センサは、複数の基板１６１１ａ、１６１１ｂ、１６
１１ｃ上に構築され得、複数個の画素アレイ１６１５ａ、１６１５ｂと、他の関連の回路
１６３０ａ、１６３０ｂとを含み得、第１の画素アレイを形成する複数の画素列及び第２
の画素アレイを形成する複数の画素列は、それぞれの基板上に位置し、複数の回路列は、
別個の基板上に位置する。画素列と、関連の又は対応する回路列との間の電気的接続及び
通信も例示されている。
【００５１】
　本開示の教示及び原理は、本開示の範囲から逸脱することなく、再使用可能装置プラッ
トフォーム、限定的使用装置プラットフォーム、再配置可能使用装置プラットフォーム、
又は、１回使い切り／使い捨て装置プラットフォームにおいて使用され得ることが認識さ
れるであろう。再使用可能装置プラットフォームでは、エンドユーザーが、装置の洗浄及
び殺菌を担当することが認識されるであろう。限定的使用装置プラットフォームでは、装
置は、操作不能になる前にある程度の指定の時間量にわたって使用することができる。典
型的な新しい装置は、エンドユーザーが洗浄及び殺菌することを必要する更なる使用で無
菌で供給される。再配置可能使用装置プラットフォームでは、第三者が、装置を、新しい
ユニットよりも低コストでの更なる使用のための１回使い切り装置として再処理（例えば
、洗浄、包装、及び殺菌）してもよい。１回使い切り／使い捨て装置プラットフォームで
は、装置は、手術室に無菌で提供されて、処分される前に１回のみ使用される。
【００５２】
　その上、本開示の教示及び原理は、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）及びＸ線のような
可視及び非可視のスペクトルを含む電磁エネルギーの波長のうちのいずれか及び全てを含
んでもよい。
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【００５３】
　本明細書で開示する様々な特徴が当技術分野において有意な利点及び前進を提供するこ
とが認識されるであろう。以下の実施形態は、上記の特徴の一部を例示し得る。
【００５４】
　領域が低減された画像センサの実施形態は、入出力パッドを含み得、パッドカウントは
、同期クロックパッドを有さないことによって低減され、信号遷移部は、出力データ内で
、即ち、フレーム内のサービス線において符号化され、カメラユニットクロック及び／又
はデータ回復回路が、入来センサデータをロックオンして同期状態に保つために使用され
得る。実施形態は、内視鏡の遠位端内に配置される最小領域ＣＭＯＳ画像センサを更に含
み得る。実施形態は、画素アレイ内に作成されるそれぞれの画素シリアルデータ内に少な
くとも１つの遷移部を更に含み得る。実施形態は、画素アレイによって作成される一連の
複数の画素データセット中に少なくとも１つの遷移部を更に含み得る。実施形態は、画素
アレイによって作成されるそれぞれの画素シリアルデータ内に複数の遷移部を更に含み得
る。実施形態は、クロック信号データと入れ替えられた画素データを更に含み得る。実施
形態は、１つのフレーム周期の少なくとも１つのサービス線位相以内のクロック信号デー
タと入れ替えられた画素データを更に含み得る。実施形態は、真の画素データ出力位相の
直前にサービス線位相内のクロック信号データと入れ替えられた画素データを更に含み得
る。実施形態は、画素データ出力位相中を除き、全ての出力フレーム位相内に、かつ、該
位相にてクロック信号データと入れ替えられた画素データを更に含み得る。
【００５５】
　画素センサの小型化の実施形態は、画素データ出力位相中を含め、全ての出力フレーム
位相内で、かつ、該位相にて画素データをクロック信号データと入れ替え、クロックパッ
ドを除去し、センサのブロック及びカメラユニットの他のブロックで位相同期ループ（Ｐ
ＬＬ）を構築し、センサＰＬＬブロック及びカメラユニットＰＬＬブロックを共に接続す
るデータ線及び構成線を使用し、かつ、カメラユニットクロック及びデータ回復回路を使
用して入来センサデータをロックオンすることによって動作し得、設計され得、かつ、こ
れらを含み得る。実施形態は、内視鏡の遠位端において使用される最小領域ＣＭＯＳ画像
センサを更に含み得る。実施形態は、フレームタイミングの定義された部分中に画像デー
タを発行する双方向データパッドを更に含み得る。実施形態は、フレームデータ出力の別
の部分中に、他の形式のデータを更に発行し得る。実施形態は、受信モードにある間に、
フレーム中の第３の定義された期間中に、方向を切り替えて、コマンドを外部カメラシス
テムから受信し得る。実施形態は、電圧制御発振器（ＶＣＯ）を駆動するチャージポンプ
に基づくＰＬＬであり得る。実施形態は、ＶＣＯを駆動するデジタル／アナログコンバー
タ（ＤＡＣ）に基づくＰＬＬであり得る。実施形態は、結果として生じる動作周波数の減
少の増加を記憶するようにセンサ構成レジスタをプログラムすることを更に含み得る。実
施形態は、局部発振器をＰＬＬ基準クロックとして更に含み得る。実施形態は、強度が異
なるプッシュ使用を更に含み得る。
【００５６】
　本開示の前出の「発明を実施するための形態」では、本開示の様々な特徴は本開示を簡
素化するために単一の実施形態において共にグループ化される場合がある。この開示の方
法は、本開示が、本開示で明白に列挙され得る特徴要素よりも多くの特徴要素を必要とす
るという趣旨を反映するものとして解釈されるものではない。むしろ、本発明の種々の態
様は、単一の先述の開示する実施形態の全ての特徴に該当するわけではない。
【００５７】
　上記の構成は、本開示の原理の適用を例示し得るにすぎないことを理解されたい。多数
の改変物及び代替構成が、本開示の趣旨及び範囲から逸脱することなく当業者によって考
案され得、添付の本開示は、そのような改変物及び構成を包含することが意図され得る。
【００５８】
　したがって、本開示が図面に示して特に詳細に説明するが、サイズ、材料、形状、形態
、動作、操作の機能及び方法、組立体及び使用の変形例を含むがこれらに限定されない多
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数の改変が、本明細書に定める原理及び概念から逸脱することなく行われ得ることが、当
業者には明らかであろう。
【００５９】
　更に、適切な場合、本明細書で説明する機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファー
ムウェア、デジタル構成部品、又はアナログ構成部品のうちの１つ又は２つ以上において
実行することができる。例えば、１つ又は２つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
は、本明細書で説明するシステム及び手順のうちの１つ又は２つ以上を実行するようにプ
ログラムすることができる。特定の用語が、特定のシステム構成部品を指すために以下の
説明及び本開示を通して使用される場合がある。当業者が認識することになるように、構
成部品は、異なる名前によって指される場合がある。本文書は、名前が異なる構成部品を
区別することを意図するのではなく、機能が異なる構成部品を区別することを意図する。
【００６０】
　上述の説明は、例示及び説明を目的として提示されたものである。それは、包括的であ
ることも、開示されたまさにその形態に本開示を限定することも意図していない。以上の
教示を考慮すれば、明白な修正又は変形が可能であり得る。更に、上述した代替実装のい
ずれか又は全ては、本開示の更なるハイブリッド実装を形成するために望まれる任意の組
合せで使用され得ることに注意されたい。
【００６１】
　更に、本開示の特定の実装を説明及び例示してきたが、本開示は、そのように説明及び
例示する部品の特定の形態及び構成に限定されるべきではない。本開示の範囲は、本明細
書に添付する本開示によって定義されるものとし、一切の今後の本開示は、ここで、かつ
、異なる出願及び均等物において提出されるものとする。
【００６２】
〔実施の態様〕
（１）　制御された光環境に使用される内視鏡システムであって、
　内腔及び画像センサを含む内視鏡と、
　エミッタと、
　光ファイバケーブルと、
　前記画像センサ及び前記エミッタと電子通信する制御回路と、を備え、
　前記制御回路は、前記エミッタの負荷サイクルに対応する信号に反応して前記エミッタ
の前記負荷サイクルを制御することになり、
　前記画像センサは、
　入出力パッドであって、パッドカウントは、専用同期クロックパッドを有さないことに
よって低減される、入出力パッドと、
　フレーム周期であって、３つの定義された状態、即ち、
　　画像データが前記パッドを介して出力されるローリング読み出し状態、
　　非画像データが前記パッドを介して出力されるサービス線状態、
　　命令データが前記パッドを介して前記画像センサによって受信される構成状態、に分
割される、フレーム周期と、を含み、
　信号遷移部は、前記フレーム周期状態に対応して前記画像センサからの出力データ内で
符号化される、内視鏡システム。
（２）　前記出力データは、信号遷移部をフレームデータ内のサービス線として含む、実
施態様１に記載の内視鏡システム。
（３）　カメラユニットクロックは、入来センサデータを同期させるために使用される、
実施態様１に記載の内視鏡システム。
（４）　データ回復回路は、前記入来センサデータをロックオンして同期状態に保つため
に使用され得る、実施態様１に記載の内視鏡システム。
（５）　前記画像センサの画素アレイ内に作成されるそれぞれの画素シリアルデータ内に
少なくとも１つの遷移部を更に備える、実施態様１に記載の内視鏡システム。
【００６３】
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（６）　前記画素アレイによって作成される一連の複数画素データセット中に少なくとも
１つの遷移部を更に備える、実施態様５に記載の内視鏡システム。
（７）　前記画素アレイによって作成されるそれぞれの画素シリアルデータ内に複数の遷
移部を更に備える、実施態様５に記載の内視鏡システム。
（８）　画素データは、同期のためにクロック信号データと入れ替え作成される（replac
ed created）、実施態様１に記載の内視鏡システム。
（９）　画素データは、１つのフレーム周期の少なくとも１つのサービス線位相内のクロ
ック信号データと入れ替えられる、実施態様１に記載の内視鏡システム。
（１０）　画素データは、真の画素データ出力位相の直前に前記サービス線位相内のクロ
ック信号データと入れ替えられる、実施態様１に記載の内視鏡システム。
【００６４】
（１１）　クロック信号データは、画素データ出力位相中を除き、全てのフレーム周期位
相中に伝送される、実施態様１に記載の内視鏡システム。
（１２）　前記センサのブロック及び前記カメラユニットのブロックで構築された位相同
期ループを更に備える、実施態様１に記載の内視鏡システム。
（１３）　センサ位相同期ループブロック及びカメラユニット位相同期ループブロックを
共に電気的に接続するデータ線及び構成線を更に備える、実施態様１２に記載の内視鏡シ
ステム。
（１４）　カメラユニットクロック及びデータ回復回路が、前記入来センサデータにロッ
クオンするために使用される、実施態様１３に記載の内視鏡システム。
（１５）　前記フレームタイミングの定義された部分中に画像データを発行する双方向デ
ータパッドを更に備える、実施態様１に記載の内視鏡システム。
【００６５】
（１６）　前記データパッドは、フレームデータ出力の複数の部分中に及びそれらに対応
して複数の形式のデータを発行する、実施態様１５に記載の内視鏡システム。
（１７）　前記データパッドは、受信モードにある間に、前記フレーム周期中の第３の定
義された期間中に、方向を切り替えて、コマンドを外部システム構成部品から受信するよ
うに構成される、実施態様１６に記載の内視鏡システム。
（１８）　前記電圧制御発振器を駆動するチャージポンプに基づく位相同期ループを更に
備える、実施態様１に記載の内視鏡システム。
（１９）　前記電圧制御発振器を駆動するデジタル／アナログコンバータに基づく位相同
期ループを更に備える、実施態様１８に記載の内視鏡システム。
（２０）　結果として生じる動作周波数の変化を記憶するセンサ構成レジスタを更に備え
る、実施態様１に記載の内視鏡システム。
【００６６】
（２１）　位相同期ループ基準クロックとしての局部発振器を更に備える、実施態様１に
記載の内視鏡システム。
（２２）　電圧強度が異なるプッシュに基づく位相同期ループを更に備える、実施態様１
に記載の内視鏡システム。
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